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はしがき
本書で報告する調査は、国庫補助事業として個人住宅等の建設工

事に先立って実施したものです。「文化財保護法第57条の 2」 の規

定に基づいて届出のありました書類を検討し、工事によつて遺構や

遺物といった埋蔵文化財に影響があるとされる部分の調査を行つて

います。大半は数m2程度の小規模な調査でしたが、遺跡の概要等を

知るうえで貴重な資料となる成果を得ることのできたものもありま

した。

ここにその成果を報告いたします。

今後、市民の皆様に信頼される埋蔵文化財の保護行政を行い乍ら、

検討課題と致しまして、市独自の文化財保護条例の設置や多 くの

方々から要望が寄せられている歴史資料館の建設等長期的展望のも

と文化財保護行政を一歩一歩推進していく所存です。

最後になりましたが、今回の調査にご協力下さつた土地所有者を

はじめとする関係者の方々に感謝の意を表するとともに、今後とも

文化財保護にご理解、ご協力をお願い致します。

1995年 3月

阪南市教育委員会

教育長 庄司菊太郎



例  言

1.本書は、阪南市教育委員会が、平成 6年度国庫補助事業として計画し、

社会教育課が担当実施した阪南市内遺跡発掘調査概要報告書である。

2。 調査は、阪南市教育委員会社会教育課三好義三、田中早苗、上野仁

を担当者として実施した。

3。 本書内に示した標高は、TP。 であり、方位は既成の地形図等を使用

したものを除いて磁北である。

4。 調査にあたっては、調査地の土地所有者等関係各位の理解と、協力を

得た。ここに記して感謝の意を表したい。

5.本書の執筆、編集は、上記の調査担当者が行った。また、実測図等の

作成は、下記の調査従事者による。

6。 本調査における記録は、実測図面、写真、カラースライド等に保存さ

れている。当教育委員会にて保管しているので、広 く活用されたい。

(調査従事者)

宇沢克之、堀川武良、橋本康之、木下楠治、辻野 勝、植田秀紀、伊庭 勉、

渕本 巌、甲斐 易、和田旬世、井上祥子、井上賢治、丹羽 徹、村上亮平、

中橋 泉、室谷順子
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第 1章 調査に至る経過

阪南市は、大阪府の南部にあ り、大阪市の中心部から距離にして約 4 0km、 公共

交通機関を利用 して 1時間弱の地点に位置する。こうした地理的条件から、大阪のベ

ッドタウンとしてここ十数年人口が急激に増加 している。その背景には当然種々の住

宅等の開発工事の増加がみられる。また、昨年 9月 に開港 した関西空港建設に関連す

る工事等 もこの数年、市域のあちらこちらでめまぐるしく行われている。

こうした工事の増加に伴い、1985年 度より国庫補助事業として個人住宅等の建築に

先立って発掘調査を実施 している。今年度は 18遺跡、 30カ 所の調査を行った。そ

のほとんどが小規模のものではあるが、これまでに知られている遺跡の概要を裏付け

る等、ある程度の成果を得ることのできた調査であったと考えている。以下にその概

要を報告する。

第 1図 阪南市位置図



第2章 歴史的環境
大阪府の南西部に位置する阪南市は、大阪湾を北に面し、岬町から葛城山までにい

たる和泉山脈を南にひかえている。また、山脈から派生する丘陵部の間を男里川、花

折川、釈迦坊川、茶屋川等が大阪湾に流れ込み、それぞれ段丘や沖積地を形成してい

る。現在の人々の生活区域は、こうした台地や低地部が主であり、埋蔵文化財包蔵地

の分布も、多くはこれに一致する。現在、阪南市には約60数個所の埋蔵文化財包蔵地

があり、時代別にその時代を反映すると考えられる遺跡とその出土遺物を以下に述べ

る。

縄文時代としては、神光寺 (蓮池)遺跡から、有茎尖頭器が採取されている。これ

は、幅が広く「柳又型」と呼ばれ形態から縄文時代草創期と思われる。また、馬川北

遺跡では後期から晩期、高田遺跡では晩期の縄文土器片が出土しているのをはじめ、

玉田山、貝掛、田山、自然田等の諸遺跡で石鏃をはじめとする各種の遺物が出土して

いる。

弥生時代としては、神光寺 (蓮池)遺跡において、方形周溝墓が検出されており、

中期弥生式土器、石包丁をはじめとする石器が出土している。また、馬川、馬川北、

久保田、鳥取南等の諸遺跡において、後期弥生式土器等の遺物が出土している。生産

遺跡として尾崎海岸遺跡がみられ、弥生時代末期から古墳時代初期の製塩土器や蛸壷

等が出土している。

古墳時代中期としては、茶屋川左岸台地に位置し小型の帆立貝式前方後円墳であっ

た箱作古墳と現在の阪南市役所に位置していた皿田池古墳の 2つ の存在が史料等の記

録からわかる。後期になると玉田山古墳群、塚谷古墳群、高田山古墳群が築造されて

おり、現存する玉田山 1号墳からは、須恵器長頸壷、金環、銀環、琥珀製棗玉等多数

の遺物が出土している。

以下、歴史時代になると、奈良時代としては1992年度の公共工事によって発見

周知された波有手遺跡を揚げることができる。土坑や溝等の遺構に伴い「海」「水」

「省」「佐土」と記された墨書土器が30数点も出土している。また、箱作今池遺跡や

田山遺跡においても、須恵器、土師器、蛸壷、製塩土器等が出土しているほか、奈良

時代と考えられる掘立柱建物跡や溝等の遺構が検出されている。特異なものとしては、

貝掛遺跡から出土した奈良三彩長杯が揚げられる。

平安時代としては、馬川遺跡において複弁蓮華文軒丸瓦が出土しており、その南方

の平野寺 (長楽寺)跡からも複弁蓮華文軒丸瓦や均整唐草文軒平瓦が採取されている。

中世以降になると、市内のほとんどの遺跡で、遺構や遺物が確認されている。

鎌倉 。室町時代としては、田山遺跡や箱作今池遺跡等において、瓦器婉、瓦質羽

釜等の生活雑器や蛸壺、土錘等の漁携関係遺物が出土していることから、その地域に

おいて、当時の漁村の存在を推定することができる。また、馬川遺跡や平野寺 (長楽

寺)跡でも、軒丸瓦、軒平瓦が出土していることから、平安時代末期の寺院が続いて

いたことがわかる。ほか、南北朝期には、飯ノ峯川流域の山地に丼山城の存在が以前

より文献上で知られていたが、先年の調査により、この地において国人たちの合戦が
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行われていたことがわかる山城の存在が考古学的にも実証されることになった。

近世になると当時の史料から市域には、尾崎、下出、黒田、新、波有手、石田、中、

自然田、山中、桑畑の各村が「鳥取郷 (鳥取庄)」 としてまとまり、箱作、貝掛、舞

は「下ノ庄」として存在し、後に誕生する山中新田をあわせて、14カ 村が存在した。

この時期の集落として明治期に廃絶した「舞村」の存在が、先年の貝掛遺跡の調査

により確認されている。この調査では、近世陶磁器片が多量に出土、鍛冶炉やそれに

伴う建物跡等の遺構が検出され、この貝掛遺跡の南方の金剛寺遺跡においても同時期

の建物跡、石組の井戸等の遺構と遺物が検出されている。

近世期の集落で文献史料等からその様子がわかるものとして、尾崎村が揚げられ、

村域には西本願寺別院があり街道に沿う町場を形成し、商工業の中心地であったこと

がわかる。また、村域にある尾崎海岸遺跡では、前述のように弥生時代から近世まで

の製塩関係遺構や遺物が検出され、近世期に限らず各時代の蛸壷や土錘等の漁扮遺物

が出土し、漁村としての様子も伺える。ほか、新、波有手、貝掛、箱作等の海岸沿い

の村域でも同様の遺物が出土していて漁村的要素が伺える。

また、山中村は大阪 (難波)か ら和歌山 (紀州)へ抜ける紀州街道の宿場町として

栄え、その当時の町並みは、現在の町並みにも反映している。また、馬川、内畑等の

遺跡においても溝や土坑等の遺構とともに近世陶磁器 (伊万里、瀬戸、唐津、備前等)

が出土している。

当時、泉州地域特産である和泉砂岩の採掘場である箱作ミノバ石切場跡等が特異な

遺跡として知られる。それに伴う集落として飯ノ峯畑遺跡がみられる。

以上が本市における埋蔵文化財を中心とした歴史的環境の概要である。以下の章に

おいては、本年度国庫補助事業として行われた調査の成果を報告する。

(参考)

『阪南町史』 上巻 阪南町  1983年
『田山遺跡』 (財)大阪文化財センター  1983年
『田山・神光寺遺跡発掘調査概要』 阪南町教育委員会

『井山城跡』 (財)大阪府埋蔵文化財協会  1988年
『貝掛遺跡』 (財)大阪府埋蔵文化財協会  1988年
『阪南市埋蔵文化財発掘調査概要Ⅶ』 阪南市教育委員会

『阪南市埋蔵文化財発掘調査概要Ⅷ』 阪南市教育委員会

『阪南市埋蔵文化財発掘調査概要Ⅸ』 阪南市教育委員会

1986年

199
199
199

2年

3年

4年
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第 2図 阪南市内埋蔵文化財分布図
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第 3章 調査の成果

第 1節 尾崎海岸遺跡
尾崎海岸遺跡は、現海岸線 と旧街道 (浜街

道)に挟まれ東西に延びる。近世期の尾崎村、

現在の尾崎地区の中心地 とほぼ一致する。

1991年 の住宅建築工事の折に発見周知された

遺跡である。この調査 (90-1区 )は 、砂地に焼

けた石が約 3m四方に敷 き詰められ、その上

に弥生時代から古墳時代の土器・蛸壷等が多

数散乱 していたため、製塩炉であつたと考え

られる。このことから、生産遺跡の性格をも

つことが考えられる。90-1区 の南方部におけ

る1992年度の調査 (92-1区 )で は、遺構は検出

されなかったが、包含層から弥生式土器 。土

師質土器等の遺物が出土 した。

94-1区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の北端部に位置する。調

査は、調査区内に 2.2m× 0.5mの トレン

チを設定 して行つた。基本層序は、第 1層近

年の盛土、第 2層茶色砂、第 3層暗茶色礫混

砂、第 4層淡茶色砂 (地 山)であつた。遺物は

第 1層 で寛永通宝、第 2層から製塩土器、焼

石、貝殻等、第 3層 から土師器、製塩土器、

蛸壺、管状土錘、貝殻、焼土魂等が出土 した。

第 3層 の遺物の多 くは中世のものであるが、

弥生時代末期から古墳時代初期の高不と脚台

付製塩土器が各 1点出土 している。また、上

述 したように92-1区 で出土 したと同 じよう

な焼石も多数出土 していることから付近に製

塩炉の存在が考えられる。

b。 遺構

造構は小 ピットを3個検出した。埋土はい

ずれも黒茶色砂でピット1で焼土魂、ビット

2で貝殻が出土 したが、時代は不明である。

c。 遺物

1～ 5は土師質蛸壷で中世のものである。

6～ 8は土師質管状土錘で第 3層 より出土 し

尾崎海岸遺跡調査区位置図

暗茶色礫混砂
地山 :淡茶色砂
ピット:黒茶色砂

q    l甲

第 4図 尾崎海岸遺跡94-1区 トレンチ位置図

ぃ Ⅸ 鞣
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第 5図 尾崎海岸遺跡94-1区平面図・西側断面図
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94-2区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡

の北部 に位置す る。

調査区内に トレンチ

を 5カ 所設定 し、調

査 を実施 した。調査

区は、現海岸 に隣接

する位置 にある。地

質が砂層で トレンチ
＝

川

や

上

―

の肩が崩れる等調査に支障をきたし、また、

今回の基礎工事によって掘削を受ける部分は

現地表面より 0.8mし かおよばない等の理

由から、その地点で調査を中止 した。そのた

め地山は確認できなかった。基本層序は第 1

層盛土、第 2層淡茶黄色砂質土であった。遺

物は第 2層 から、土師器、蛸壷等が出土 した。

b。 遺物

1～ 5は蛸壺の口縁部である。 1～ 4はそ

の形態から鎌倉時代、 5は室町時代 と考えら

れる。 6～ 24は土師質管状土錘、 25～ 2

7は磁器の高台部で、 26・ 27については

瀬戸焼の碗である。 1～ 27すべて第 2層 か

ら出土 した。

痰

軌』∫

0                       10cm

第 2節 福島遺跡
福島遺跡は、199o年 度の公共工事により、発見周知された遺跡である。阪南市の北端部、

男里川の左岸に位置する。往年の調査では、遺構は検出されていないが、土師器、土師質

土器、蛸壺、丸瓦、平瓦等の中世期の遺物が出土している。

94-2区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡のほぼ中央に位置する。調査区内に2m× 1.5mの トレンチを設定 し

調査を実施 した。現地表面より1.2m掘削 したが盛土であった。今回の工事による掘削は

1.2mし か及ばなく、調査の途中で水が湧き出す等の理由で、地山を確認することなく調

査を終了 した。

第 6図 尾崎海岸遺跡94-1区出土遺物

L______二Jワ
/

./ ＼

第 7図 尾崎海岸遺跡94-2区 トレンチ位置図
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福島遺跡調査区位置図   第 10図 福島遺跡94-1区 トレンチ位置図
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第 3節 馬川北遺跡

馬川北遺跡は1989年 度の公共工事により発見周知された。この調査では縄文時代晩期か

ら古墳時代の流路、古墳時代から近世期の溝等が検出された。その後、同遺跡での調査は

行われておらず今年度に至る。94-1区では、包含層より古墳時代から近世期の遺物が出土

した。今回の94… 2区 は94-1区 に南接する。

94-2区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の中央部に位置する。

調査は、調査区内に 2.5m× 1.5mの トレ

ンチを設定 して行つた。基本層序は、第 1

層近年の盛土、第 2層 耕作土、第 3層 淡灰

黄色粘質土、第 4層 淡茶灰色粘質土、第 5

層淡黄灰色粘質土、第 6層暗茶黒色粘質土、

第 7層 明白黄色粘土 (地山)で あった。出土

遺物は、第 4層 から須恵器、土師器、陶器、

第 5層 か ら須恵器、土師器、瓦器、陶器、

第 6層 から須恵器、土師器等が出土 した。

b。 遺構

トレンチの南西角で土坑 1を 検出 した。

埋土は淡茶黒色粘土で須恵器 を出土 した

が、器種等は不明である。

c。 遺物

1・ 2は第 6層 、 3～ 5は 第 5層 、 6は

第 4層 から出土 した。 1～ 3は須恵器の蓋

杯でいずれも6世紀のものである。 4・ 5

は瓦器坊、 6は土師質小皿である。

第 11図  馬川北遺跡調査区位置図

第 4節 馬川遺跡
馬川遺跡は、市域の東端部を南北に流れ

る男里川が形成す る扇状地 に存在す る。

1987年 に実施 された分布調査により、弥生

時代以降の遺跡の存在が想定 されていた。

これまで遺跡内において大規模な調査が実

施 された例はないが、個人住宅建築等に先

立つ調査では、遺跡の東部分で石器や弥生

時代から中世期の土器が、西部分で古代末

期から中世期の瓦が確認 されている。これ 第12図 馬川北遺跡94-2区 トレンチ位置図
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川
ｔ
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らのことから、市内では数

少ない弥生時代の遺跡のひ

とつ と して周知 されてい

る。また古代末期にさかの

ぼる寺院が存在する可能性

があることもこの遺跡の特

徴 としてあげられる。

93-5区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の南端

部に位置する。調査区内に

2m× 1.2mの トレンチを

設定 して調査 を実施 した。

盛土以下の基本層序は、第

2層 耕作土、第 3層 床土、

第 4層 淡茶色土、第 5層灰

茶色粘質土、第 6層 淡茶色

礫混土、第 7層 淡黄茶色礫

混粘質土 (地 山)で あった。

第 5・ 6層 から須恵器、土

ヽ

|

一 、

第 13図  馬川北遺跡94-2区平面図 西側断面図

1

ヒ=」二≦31
4

第 14図 馬川北遺跡94-2区出土遺物
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く
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第 15図  馬川遺跡調査区位置図
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構は確認されなかった。

b。 遺物

上述したように、各層か

ら数十点の遺物が出土して



いるが、図示 し得た遺物は、 5点 のみであっ

た。 1は土師質の婉、2は 自土器の婉である。

第 3層 から検出された。 3～ 5は第 2層 から

出土 した。 3・ 4は陶器の摺鉢口縁部で、 4

には 1単位 4本以上のす り目がみられる。 5

は染付の碗の口縁部で、二次焼成を受けてい

る。

94-1区
a.調査の概要

調査区は、本遺跡の南端部に位置する。調

査区内に 2m× lmの トレンチを2カ 所設定

して調査 を実施 した。基本層序は、第 1層茶

色礫混土、第 2層 暗茶色土、第 4層 明茶色礫

混土 (地山)であった。 1ト レンチでピット1

を、 2ト レンチで溝 1と 思われる遺構を検出

した。遺物 としては、 1ト レンチ第 1層 から

近世期の瓦、土師質 (湊焼)の 甕、蛸壺、磁器

等が出土 している。 2ト レンチでは、 1ト レ

ンチとほぼ同様のものに加え、墓石が出土 し

ている。

b。 遺構

第 16図  馬川遺跡93-5区 トレンチ位置図

一―ヽ
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2~繭
m
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林 色■ h当

第

鵬
淡茶色礫混土

地山 :淡黄茶色礫混粘質土

7図 馬川遺跡93-5区北側断面図

＼ ア 2
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0                         10cm

第 18図 馬川遺跡93-5区 出土遺物

第 21図 馬川遺跡94-1区出土遺物
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0。 3m程度のビット1

を検出 した。また、 2

トレンチでは、第 4層

上面で南北方向に延び

る幅 0。 25m以上の溝

1と 思われる遺構を検

出した。

c.遺物

1・ 2は いずれも土

師質の皿で、 2は施釉

されている。 3は 自土

器の婉である。 4は土

師質の火舎、 5・ 6は

湊焼の甕の口縁部、 7

は瓦器坊の高台部であ

る。 8は染付の合子の
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第 19図 馬川遺跡94-1区 トレンチ位置図

一

第 20図 馬川遺跡94-1区

蓋と思われる。 1・ 2・ 4・ 6・ 7は 2ト

1層 から検出された。

102ト レンチ平面図

レンチ第 2層 から、 3

0断面図

。5。 8は 1ト レンチ第

94-2区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の南部に位置する。調査区内に1.8m× lmの トレンチを設定、調査

を実施した。基本層序は、第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層 暗灰青色シルト、第4層青
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黄灰色シル ト、第 5層灰色シル ト、第 6層黄

灰色粘土 (マ ンガン粒混)の 地山であつた。遺

構は検出されず、遺物は第 2・ 3層 、第 4・

5層 から土師器、瓦器を出土 した。

b。 遺物

1は 、第 4・ 5層 で出土 した瓦器坊の口縁

部である。

94-3区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の南部に位置する。調査

区内に lm× 1.5mの トレンチを設定 して調

査を実施 した。盛土、耕作土以下の基本層序

は、第 3層茶灰色礫混砂質土、第 4層灰色シ

ル ト、第 5層暗茶黒色土の順であつた。遺構

として溝 1を 、遺物 として耕作土以下の各層

からサヌカイ ト、須恵器、土師器、瓦等を確

認 した。

b。 遺構

第 5層上面で南北方向に延びる溝 1を検出

した。幅 0.2m以 上、深さ0.05m以上をは

0           10m

トレンチ位置図

第 22図 馬川遺跡94-2区 トレンチ位置図

＼   「  /
0                        10cm

第 23図 馬川遺跡94-2区 出土遺物

可 |

|

9.000m

清:暗灰色シルト

0           10m

第 25図 馬川遺跡94-3区平面図・北側断面図

こ≦三二=====」
ヒ≡≡≡三≡量塁なb3

0                     10m

第 26図 馬り|1遺跡94-3区 出土遺物
第 24図 馬川遺跡94-3区
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かる。埋土中より土師器が出土 している。

c。 遺物

上述 した遺物のうち下記の 3点 を図示 し

た。 1は弥生式土器で、在地産の第V様式の

ものと思われる。第 3層 から出土した。 2・

3は ともに須恵器の杯蓋である。 2は 第 4層

からの出土である。

94-6区
a.調査の概要
・

調査は、調査区内に2.5m× lmの トレン

チを設定し実施した。調査区の地盤がゆるく、

現地表面より1.6mま で掘削したところで調

査に支障をきたすと判断したため、その地点

で地山を確認することなく調査を中止 した。

基本層序は、第 1層盛土、第 2層耕作土、第

3層淡灰色粘質土、第 4層淡褐灰色粘質土、

第 5層暗黒茶色土であった。遺構は検出され

ず、以下の遺物が出土した。

b。 遺物

1は土師質管状土錘で、 2は青磁碗の口縁

部である。いずれも第 3層 から出土した。

第 5節 自然田遺跡

自然田遺跡は1986年 に民間開発に先立つ事

前調査によつて確認された。南部は大阪府指

定史跡玉田山古墳群 (後期)に接する。過去の

調査では、サヌカイ トのナイフ型石器、中世

期の溝、流路等が発見されている。

94-1区
a.調査の概要

調査は、調査区内に 2m× lmの トレンチ

を設定 して実施 した。基本層序は第 1層盛土、

第 2層耕作土、第 3層 淡黄色土、第 4層 淡橙

黄色礫混土 (地 山)で ある。遺構、遺物は検

出しなかった。

第 27図 馬川遺跡94-6区 トレンチ位置図

第28図 馬りll遺跡94-6区 出土遺物
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第 32図 神光寺 (蓮池)遺跡94-1区
トレンチ位置図

第 6節 神光寺(蓮池)遺跡
神光寺(蓮池)遺跡は、阪南市の中央部に位置

する。1976年度に行われた(財)大阪文化財セン

ターの
`鳥取地区埋蔵文化財分布調査によると縄

文時代草創期の石器、弥生時代中期の土器・石

器、古墳時代から中世期の土器が検出された。

1982年度の発掘調査では弥生時代中期の方形周

溝墓や中世期の耕作溝とそれに伴う遺物が出土

した。また、遺跡の南東部に接して式内社波太

神社が存在し、付近には、廃寺となった神光寺

の存在が推定されるが、それを裏付ける顕著な

史料は見つかっていない。

94-1区
a。 調査の概要

調査区は、神光寺 (蓮池)遺跡の中央部に位

置する。調査は、調査区内に2m× lmの ト

レンチを設定して実施した。基本層序は第 1

層耕作土、第 2層淡灰黄色粘土(地 山)である。

遺構、遺物は検出しなかった。

第 7節 下出遺跡
下出遺跡は阪南市の北東部に位置し、近世

期の下出村の村域とほぼ一致する。1991年度

の民間開発工事に先立つ確認調査 (91-1区 )に

より発見周知された遺跡である。この調査で

は瓦器坊を埋納する土坑墓をはじめ、多数の

ビットが検出された。その後も小規模ながら

十数件調査が行われ、阪南市域における中世

期の重要な遺跡として知られている。

94-1区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の北端部に位置する。調

査は、調査区内に2m× lmの トレンチを設

定して行つた。近年の盛土以下の基本層序は、

第 1層耕作土、第 2層 暗灰茶色土、第 3層 淡

14

31図
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自然田遺跡94-1区 トレンチ位置図



第 33図 下出遺跡調査区位置図

茶橙色粘質土であった。第 3層 は固 くしまった

無遺物層で地山と考えられる。遺物は第 1層 よ

り近世平瓦、第 2層 より土師質土器、近世平瓦、

磁器、煙管の一部などが出土 した。

b.遺構

地山上面で土坑 1、 ビット1を検出したがど

ちらも遺物の出土がなく時代は不明である。

c。 遺物

1は磁器碗、 2は煙管の一部でいずれも第

2層 から出土 した。

第 8節 高田遺跡
高田遺跡は、1993年 度に発見された。男里川

の支流、克砥川の氾濫原と、高田山古墳群を擁

する丘陵部に扶まれた平野部に営まれた、南北

約 500m、 東西約 150mの 遺跡である。こ

れまでの調査では縄文時代晩期から近世期の遺

物が出土 している。

94-1区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の北部に位置する。調査は、

調査区内の中央部に 2m× lmの トレンチを設

定 して行った。基本層序は、第 1層耕作土、第

2層床土、第 3層淡褐灰色粘質土、第 4層灰色

第 34図 下出遺跡94-1区 トレ〕万位置図

1
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1 耕作土

2 略反茶色土

4 ピゥト:略反茶色礫混土

5 土坑:略 茶栂色土

i nn

3 地山:淡茶橙色粘質±  6 土坑:淡黒色土

第 35図 下出遺跡94-1区平面図0東側断面図
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第 36図 下出遺跡94-1区 出土遺物
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粘質土 (淡灰橙色粘土混 )、 第 5層 淡灰橙色

粘土の地山である。遺物は第 1層 より土師

器、近世陶器、第 3層 より土師質土器、瓦

器等が出土 したが、遺構は検出しなかった。

b.遺物

1・ 2は土師質婉で第 3層 から出土 した。

第 9節 高田南遺跡
高田南遺跡は、1988年度の文化財分布調

査 によって発見周知 された遺跡である。そ

の分布調査では、須恵器、土師器、瓦器、

瓦、陶磁器等が採取 された。本遺跡におい

ては、これまでに調査例はな く、今回がは

じめての調査 となった。また、94-1区 に隣接

する調査区 (94-2区 )で は、遺構は検出されな

かったが、須恵器、土師器等の遺物 を検出

した。
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第 38図 高田遺跡94-1区 トレンチ位置図
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0図 高田南遺跡調査区位置図
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第 41図 高田南遺跡94-1区 トレンチ位置図



94-1区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の北部に位置する。調査

は調査区内に2m× lmの トレンチを設定し

実施した。基本層序は、第 1層盛土、第 2層

褐灰色砂質土、第 3層 明黄灰色土、第 4層 暗

黄灰色土の地山であつた。遺構、遺物はとも

に検出されなかった。

第10節 黒田遺跡
1992年 に民間開発工事に先立つ確認調査に

より存在が確認された。この調査では、中世

期を中心とする遺物、遺構が検出されている。

この他、遺跡のほぼ中央部分で今年度行われ

た公共工事に伴 う調査では、土坑、溝等の遺

構やこれらの遺構に伴って奈良時代の土師器

の皿、土師質の製塩土器、瓦器婉 、土師質

の蛸壺等が出土 している。これらのことから、

奈良時代及び中世期の生活跡の存在が想定さ

れている。

94-1区
a。 調査の概要

本調査区は、本遺跡の南端部に位置する。

調査は調査区内に3m× 1.5mの トレンチを

設定 して実施 した。耕作土直下が黄茶色礫混

土であ り、これが地山と考えられる。耕作土

中か ら近世期以降 と思われる瓦を検出 した

が、図示 し得なかった。

第 42図 黒田遺跡調査区位置図
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第11節 波有手遺跡

波有手遺跡は1992年度阪南市立西`鳥取公民館建設に伴う遺跡確認調査によつて発見され

た遺跡である。この調査では、奈良時代と中世期、近世期の遺構面と数千点にも及ぶ奈良

時代の遺物が検出された。中でも「海」 32点、「水」 2点、「省」 1点、「佐土」 1点、

不明 1点の墨書土器の出土が特筆される。

94-1区
a。 調査の概要

調査区は本遺跡の北端部に位置し、奈良時代の遺構や同時代の墨書土器等が多数確認さ

れている92-1区 に隣接している。調査は調査区内に1.5m× 1.5mの トレンチを3カ 所設

定して行つた。近年の整地層以下の基本層序は、第 1層茶色砂質土、第 2層 濃茶黒色土、

第 3層 明茶灰色礫混土の順であらた。瓦が多く出土しているのをはじめ、須恵器、陶磁器、

銭貨、墓石等が検出された。
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4図 波有手遺跡・鳥取遺跡・鳥取南遺跡調査区位置図

黙の

第 4

18



第 45図 波有手遺跡94-1区 トレンチ位置図

b.遺物

上述したように多 くの瓦が確認されてい

るが、図化 したのは軒丸瓦、軒平瓦に限定

した。 1は 巴文軒丸瓦、 2・ 3は均整唐草

文軒平瓦で、すべて近世期のものと考えら

れる。 1・ 2は 1ト レンチの第 2層 から、

3は 3ト レンチから出土した。この他、上

述した銭貨としては「寛永通宝」が、墓石

としてはその形式から近世初期と思われる

ものが出土した。

第12節 鳥取遺跡
鳥取遺跡は、市域の東西に拡がる平野部

のほぼ中央部に位置する。1989年度に実施

された分布調査により発見周知された。黒

田南遺跡、鳥取北遺跡および弥生時代の遺

跡 として知 られている鳥取南遺跡に囲まれ

た場所に位置 している。これまで同遺跡内

での調査では、 ビット等 とともに土師器、

瓦質土器等が検出されている。

93-4区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の中央部に位置する。

調査区内に 2.3m× 1.3mの トレンチを設

定 して調査 を実施 した。盛土、耕作土以下

の基本層序は、第 3層灰褐色砂質土、第 4

層灰茶色土、第 5層 明灰茶色土、第 6層 黄

灰色粘質土、第 7層 明茶灰色粘質土、第 8

層暗茶色粘土 (地 山)で あつた。遺構として、

溝 1を 確認 した。また、遺物 として弥生式

土器、土師器、須恵器、黒色土器、蛸壷、

土師質土器等が検出されている。下記に示

すように、出土遺物の状況より第 4層 から

第 6層 は中世期、第 7層 は中世期以前の包

含層 と考えられる。

b.遺構

第 7層 上面で東西方向の溝 1を 確認 し

た。埋土内から弥生式土器、土師器、須恵

■

上
″

・．

ヽ
●
∵
ハ

ダ
「
［“】】月υ２

為た三 3

10cm

第 46図 波有手遺跡94-1区 出土遺物
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器、黒色土器、瓦器等が出土している。こ

れらのことから中世期の溝と考えられる。

c.遺物

遺構から出土した遺物の他、第 4・ 5層

から土師質蛸壺等が、第 6層 から土師質土

器等が、第 7層 から弥生式土器、須恵器等

が検出されている。図示した遺物は、次の

通りである。5は溝の埋土から検出された。

この他は、包含層からの出土である。 1・

2は ともに須恵器の杯身、3は須恵質の鉢、

4・ 5は瓦器婉、 6は染付の碗である。

94-1区
a。 調査の概要

調査区は、鳥取遺跡の中央部に位置する。

調査区内に2.6m× 1.7mの トレンチを設

定して実施した。基本層序は、第 1層盛土、

第 2層耕作土、第 3層 淡茶黄色土、第 4層

淡緑灰色シル ト、第 5層灰色シルト、第 6

層淡黄灰色シル ト、第 7層 暗茶灰色土、第

8層 明黄灰色砂質土、第 9層黄灰色砂質土

(風化礫混)、 第 10層橙灰色砂質土 (風化

礫混)の地山であった。遺物は第 3・ 4層

から土師器、須恵器、瓦器、土師質蛸壺、

第 5・ 6層 と第 8層 からは土師器を出土し

た。遺構は検出されなかった。

第47図 鳥取遺跡93-4区 トレンチ位置図

91灰色砂貫土ほ化o剛  ~
Ю tlul置灰色砂質土颯化罠Ш

盛土

耕作土

灰褐色砂質土
反茶色土

明灰茶色土

第 48図 鳥取遺跡93-4区平面図・西側断面図

土

土

土
粘

質

土

質

色

粘

質

粘
茶

色

粘

色
暗

茶

色

反

‥
灰

反

茶

山

‥

責

明
地

溝
＝

洲

十

１

１

φ
トレンチ

lm

1趾
2 1昨土
3濠職
4 ま母賢eシルト
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7 嗜茶晨色土
3明貴灰色砂質土

第 50図 鳥取遺跡94-1区 トレンチ位置図
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第 51図 鳥取遺跡94-1区南側断面図



b.遺物

1は 弥生式土器の鉢

の口縁部、 2は 土師質

小皿の底部で糸切痕が

み られた。 3～ 5は 土

師質管状土錘であった。

1は 第 9層 、 2・ 3は

第 3・ 4層 、 4・ 5は

第 2層 から出土 した。
第 49図

5

第13節 鳥取南遺跡
鳥取南遺跡は、1988年 に実施された分布調

査により発見周知された。既往の調査では、

遺跡東端部において弥生時代後期の上坑をは
じめとする遺構、遺物等が確認 されている。

また、1992年 に行われた遺跡の中央部におけ

る調査では、一業者の圧力により調査途中で

の打切 りを余儀なくさせ られるという異常な

事態を引 き起 こした。この 1次調査段階で、

ビット、土坑、古墳時代から中世の遺物が確

認されていた。この遺構の時代等詳細につい

ては、調査中断という考えられない事態が起

こったため明らかではない。 しか し、この調

査区周辺を中心に弥生時代から中世期の生活

跡の存在は間違いないと思われる。

93-2区
a。 調査の概要

鳥取遺跡93-4区 出土遺物

、    l  ψ
2

第 52図 鳥取遺跡94-1区 出土遺物

0           1om
∧         

―

― ・ ‐

3図 鳥取南遺跡93-2区 トレンチ位置図

-0--0-

◎ 5

⑥ 4

10cm

O♀  V・  Ц

調査区は、鳥取南遺跡の南端部に位置する。調査区内に2.3m× 1.5mの トレンチを

2カ 所設定し、調査を実施した。盛土以下の基本層序は、第 2層淡茶色砂質土、第 3層黒

茶色礫混土、第4層 淡黄茶色礫混土 (地 山)であつた。 1ト レンチで、溝 1、 ビット1を検

出した。第 2・ 3層 から、須恵器、土師器、瓦器等が出土した。

へ、
第 5

21



で南北方向に流れる溝 1を 検出 した。幅 0。

からの深さ0.2mを はかる。埋土は第 3層 で

、この溝に切 られるピット1を確認 した。こ
盛±   1
淡茶色砂質土

第 54図 鳥取南遺跡93-2区
1ト レンチ平面図 0南側断面図

0                      1ocm

第 55図 鳥取南遺跡93-2区 出土遺物

＼ …| ノ1

0                      1ocm

第 57図 鳥取南遺跡94-3区出土遺物

のビット1は 、径 0.3m、 深さ 0。 8mを 呈する。いずれの

遺構からも遺物は出土 していない。

c。 遺物

図示 し得た遺物は 1点のみであった。 1は須恵器の杯身

高台部である。この他、各 トレンチから須恵器、土師器、

土師質管状土錘、瓦器等が出土 している。

94-3区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の西部に位置する。調査は調査区内に

lm× lmの トレンチを設定 して実施 した。基本層序は第

1層 耕作土、第 2層 淡灰黄色砂質上、第 3層 淡褐黄色粘

土の地山である。第 1層 から土師器、磁器、第 2層 より

須恵器、土師器が出土 した。遺構は検出されなかった。

lb。 遺物

1は色絵小皿の回縁部である。

第14節 西鳥取遺跡
西鳥取遺跡は、市域の東西に拡がる平野部のほぼ中央

部に位置する。1988年 度に実施された文化財分布調査によ

つて周知 され、それ以来、数例の調査が行われている。

□

トレンチ

第 56図 鳥取南遺跡94-3区 トレンチ位置図
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|(

第 58図 西鳥取遺跡調査区位置図

1991年度の調査 (91… 1区 )で は、流路の可能性が考えられ

る遺構が検出され、遺物は、流路 と考えられる層から須

恵器、土師器、瓦器等が出土 している。

93-4区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の西端部に位置する。調査区内に 2

m× 1.4mの トレンチを設定 して調査 を実施 した。盛土

以下の基本層序は、第 2層 耕作土、第 3層灰黄色粘質土

(地山)で あつた。遺構 として溝 1を確認 した。遺物では

耕作土から須恵器、土師質土器、土師質管状土錘等が出

土 した。

b。 遺構

第 2層 上面で東西方向の溝 1を 確認 した。埋土が耕作

土であ り、近代期以降の耕作に伴 うものであると思われ

0         1m

第 60図 西鳥取遺跡93-4区平面
図 0東側断面図

麦猪口あるいは湯飲みの

類 と思われる。 第 61図 西鳥取遺跡93-4区 出土遺物
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0° 5cm

0           10m

第 63図
西鳥取遺

跡93-5区

出土遺物
第 62図 西鳥取遺跡93-5区 トレンチ位置図
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第 64図

φ
ル

調査区は本遺跡の中央部に位置

する。調査区内に2m× 2mの トレ

ンチを設定 して実施 した。基本層

序は、第 1層盛土、第 2層濃灰黒

色シル ト、第 3層淡青灰色粘土で

あった。

第 2・ 3層 は沼の覆土と思われ

る。第 2層 は植物遺体が含まれる。

遺物は第 2層 から土師質管状土錘

が 1点出土した。

93-6区
a。 調査の概要

調査区は、本遺跡の南端部に位

置する。調査区内に lm× 1.5m
の トレンチを 4カ 所設定 して調査

を実施 した。盛土以下の基本層序

は、第 1層 明褐色土、第 2層 明灰

黄色砂混土、第 3層 明黄褐色粘質

土 (地 山)で あった。遺物は、瓦、

土師質土器、陶磁器等が出土 して

いる。
『

ヽ
~~~~¬~~~~:孔

           i][覧r遭纏軍:ぁ層場|:裏 i0                        10cm

第 65図 西鳥取遺跡93-6区出土遺物
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されておらず、明確な時期は不明 ググ｀

である。

c。 遺物

1は陶器の甕、2は瀬戸美濃焼

の碗と思われる。 3は染付の碗で

ある。いずれも4ト レンチから出

土した。

94-2区
a。 調査の概要

調査区の北部に 1ト レンチ、東

部に 2・ 3ト レンチを設定 し、調

査を実施 した。基本層序を トレン

チ毎に揚げると、 1
トレンチは第 1層 耕

作土、第 2層 床土、

第 3層 淡黄色 砂 質

土、第 4層 淡灰色砂

質土、第 5層 淡灰色 :
土の地山。 2ト レン 3
チ は第 1層 耕作土 、

第2層床土、第 3層暗灰色砂質土、

第 4層濃灰色粘質土、第 5層 明黄

灰色粘土の地山。 3ト レンチは第

1層耕作土、第 2層灰色土、第 3

層濃灰色粘質土、第 4層 明黄灰色

粘土の地山であった。遺構は検出

されず、遺物は、 1ト レンチの

第 3層 から須恵器、磁器等、 2ト

耕作±               4 淡反色砂質土(マ ンガン粒含)

床±                5 地山:淡反色土

淡黄色砂質土(マ ンガン粒少量含む) 6 濃反色粘質土

第 66図 西鳥取遺跡94-2区 トレンチ位置図

L_____Jへ＼_L_|
第 67図 西鳥取遺跡94-2区 1ト レンチ北側断面図

0                        10Cm

第 68図 西鳥取遺跡94-2区 出土遺物

レンチの第 3層 と3ト レンチの第 3層 から磁器等が出土 した。

b。 遺物

1は須恵器の杯身の回縁部、 2・ 3・ 5は染付の碗で 2は 口縁部、 3・ 5は高台部、 4

は皿の高台部で、 1は 1ト レンチの第 4層 、 2～ 4は 2ト レンチの第 3層、 5は 3ト レン

チの第 3層 から出土 した。

第15節 飯ノ峯畑遺跡
飯ノ峯畑遺跡は、茶屋川水系飯ノ峯川が形成 した谷に拡がる遺跡である。関西空港建設

工事に伴い、1985年 度に(財 )大阪府埋蔵文化財協会により実施された分布調査により周知

された。同協会によるこれまでの調査では、文献で近世末期に洪水で流された事が知られ
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ていた集落跡が確認された。この集落は、やはり同協会により調査が行われた箱作ミノバ

石切場跡をその操業の場としていた石工の生活の場として捉えられている。また、市教育

委員会が1993年 に実施した発掘調査では、近世期以降のものと思われる瓦組みの暗渠が確

認されている。

93-2区
a。 調査の概要

調査区は本遺跡の北部に位置する。調査は

調査区内の西端に2m× lmの トレンチを設定

して実施した。基本層序は、第 1層盛土 (約 1

m)、 第 2層 淡黄灰色粘土 (地 山)であつた。遺

物は第 1層 より製塩土器、焼土塊が各 1点 出

土した。遺構検出されなかった。

第16節 田山遺跡
田山遺跡は、市域北西部の平野部から海岸

部に拡がる遺跡である。1982年 度、(財 )大阪文

化財センターの調査によると、奈良時代の集

落跡、中世期の蛸壷焼成遺構や輸入陶磁器が

検出されている。昨年行われた市の調査 (93-2

区)で も奈良時代の掘建柱建物 2棟、溝や中世

の土坑などが検出された。

94-1区
a。 調査の概要

調査区は本遺跡の東端に位置 し、調査区内

に2m× lmの トレンチを設定 して実施 した。

基本層序は、第 1層 盛土、第 2層耕作土、第

3層灰色砂質土、第 4層 黄灰色砂混、第 5層

明褐黄色砂混粘質土、第 6層 淡黄茶色礫混土

(地山)の順であった。第 1層 より土師器、第

3層 から土師器、蛸壷を出土 したが、土師器

は全て細片のため器種、時代は不明である。

遺構は検出されなかった。

b.遺物

1は第 3層 から出土 した中世の土師質蛸壺

である。

第 70図 飯ノ峯遺跡93-2区 トレンチ位置図
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第 69図 飯ノ峯遺跡調査区位置図
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94-2区
a。 調査の概要

調査区は本遺跡の中央部に位置する。調査

は調査区内に 13m× lmの 北側 トレンチと

16.5m× lmの東側 トレンチをL字形に設

定して実施した。基本層序は、第 1層耕作土、

第 2層床土、第 3層耕作土混の床土、第 4層

暗灰色土、第 5層灰色土、第 6層 暗茶灰色シ

ルト、第7層 明褐色粘土(地山)の順であった。

遺物は第 1層 から土師器、瓦器、土師質土器、

管状土錘、蛸壷、瓦、陶磁器等が出土 した。

第 2層 から土師器、須恵質土器、蛸壺、磁器

等、第 3層 から土師器、須恵器、自土器、瓦

器、蛸壺、瓦質土器、製塩土器、有孔土錘が

出土した。第5層 から土師器、須恵器、蛸壺、

焼土塊等が出土した。

b。 遺構

地山直上で溝 2、 土坑 1、 ビツト1を検出

した。いずれも中世期のものと思われる。

c。 遺物

1～ 6は 土師質管状土錘、 7は瓦器婉で、

第 1層 から出土した。8は土師質蛸壷、9は須

恵質土器、10は磁器碗で第2層から出土した。

11～ 29は第3層 から出土した。 11は土師

器皿、12は土師質有孔土錘、13は製塩土器、

14は蛸壺、 15～ 24は須恵器である。 15

第 7 2図 田山遺跡94-1区 トレンチ位置図

0 10cm

4図 田山遺跡94-2区 トレンチ位置図第 7
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第 71図 田山遺跡調査区位置図
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第 73図 田山遺跡94-1区出土遺物
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第 76図 田山遺跡94-2区 出土遺物

lm

第 78図 田山遺跡94-3区平面図東側断面図

■ 18は杯蓋、 19。 20は杯身、21
は皿である。 22～ 24は甕である。 2

5～ 28は瓦器婉 で、 29は陶器の摺

鉢である。 30は第 5層 出土の須恵器杯

身である。
第 77図  田山遺跡94-3区 トレンチ位置図

―
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94-3区
a。 調査の概要

調査区は本遺跡の東端に位置し、調査区内に2m× lmの トレンチを設定して実施した。

基本層序は、第 1層床土、第 2層淡黄白灰色粘質土、第 3層灰黄色粘質土 (地 山)の順で

あった。第 2層 で土師器を数点出土したが器種、時代は不明である。

b。 遺構

第 3層 上面で土坑 1を 検出したが、遺物は出土しなかった9土
坑の埋土は淡黄白灰色粘質土 (灰黄色粘質土混)である。

は嚇曰帥」願
器、土器、瓦跡杵折、海ｍの付』講
た。こ棚詢

第17節 田山東遺跡
田山東遺跡は、1988箱作保

94-1区
a。 調査の概要

調査区は本遺跡の北部

に位置する。調査区内

に 1.5m× lmの トレ

ンチを設定 して実施 し

た。現地表面下約 0.6

mで近代の建物基礎 を

検出、本工事に伴 う土
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第 79図 田山東遺跡調査区位置図

第 80図 田山東遺跡94-1区 トレンチ位置図
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木工事では、掘削が約 0。 5mし かおよばないため、この段階で調査を終了した。そのため

地山は確認できなかった。基本層序は、第 1層盛土、第 2層暗茶灰色砂質土であった。遺

構、遺物ともに出土しなかった。

第18節  山中渓遺跡
山中渓遺跡は、阪南市の南東部、大阪か

ら和歌山へぬける紀州 (熊 野)街道に隣接す

る、男里川水系山中川が形成 した谷合に拡

がる。1988年 に実施 した分布調査により発

見周知された。この分布調査では、土師器、

青磁等が採取 されている。隣接する旧街道

の改修工事時の調査では、瓦、土師器、陶

磁器等遺物を出土 している。

94-1区
a。 調査の概要

調査区は本遺跡の北部に位置する。調査

区内に 1.5m× 2mの トレンチを設定 して

実施 した。現地表下約 1.5mの盛土以下、

暗茶黒色礫混土の地山を確認 した。地山で

遺構確認をしたが検出されず、遺物 も出土

しなかった。 第 81図 山中渓遺跡調査区位置図

□
レンチ

0

//

第 82図 山中渓遺跡94-1区 トレンチ位置図
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第4章 まとめ

以上、今年度の調査報告をおこなった。例年にもれず、小規模な調査ばかりであった。

いくつかの遺跡でこれまでの調査結果を裏付けることができた。

縄文時代晩期から弥生 。古墳時代の遺跡として知られている馬川北遺跡では、今回の調

査でも中世期のもののほか、古墳時代の遺物が出土 している。また、馬川北遺跡に隣接す

る馬川遺跡では、弥生時代後期の壺の底部が出土 している。やはり、この馬川遺跡周辺に

は、弥生時代から古墳時代の集落跡等が存在することが想定される。また、田山遺跡では

今年 3調査地区における調査でも漁携関連遺物、製塩土器等が確認されている。田山地区

のかなりの広範囲において生活跡が存在 していたものと思われる。

一方、これまでの調査で知られていなかった点では、主に中世期の遺跡とされていた鳥

取遺跡で弥生式土器が確認された。これは、既往の調査で弥生時代後期の遺構、遺物が確

認されている近接の鳥取南遺跡との関連性が検討課題 となろう。

以上簡単ではあるが、今年度の調査結果をまとめてみた。冒頭に記 したとお り、小規模

な調査ばかりであったが、若干の成果をあげることができたと考えている。今後の調査に

生かしたい。
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所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

尾崎海岸

は一時一帥一『一は一は一は一け一脚一嚇剛一「

生産遺跡

上

地̈

一上

一上

一上

一

布̈

一　

　̈

一　

一

同

一散

一同

一同

一同

一
同  上

同  上

同  上

同  上

枷 楷

その他の墓

散 布 地

不 明

ビット3 寛永通宝・製塩土器。蛸壷

管状土錘・貝殻・焼土塊

土師器・蛸壷

明

一明

一明

一明

一明

一明

一明

明̈

不

一不

一不

一不

一不

一不

一不

一不

不 明

不 明

土坑1

ビット1・ 溝1

溝1

土師器。須恵器・陶器・瓦器

須恵器。土師質土器

瓦。土師質甕 虫肖ヨ量 磁器

土師器・瓦器

サヌカイト・IL師器・須恵器・瓦

土師質管土錘。青磁碗

土坑1・ ピット1 近世平瓦・土師質土器,磁器。煙管

土師器。近世陶器。土師質土器高  田 同  上 不 明
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色土器・土師質蛸壷。土師質甕

土師器・須恵器・瓦器。土師質蛸壷
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土師器・磁器。須恵器
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尾崎海岸遺跡94-1区 トレンチ全景 (北 より)

馬川北遺跡94-2区 トレンチ全景 (北 より)

馬川遺跡93-5区 トレンチ全景 (西より)



馬川遺跡94-1区 1 トレンチ全景 (南 より)

ユ■難

馬川遺跡94-1区 2ト レンチ全景 (北 より)

零
ヾ

馬川遺跡94-2区 トレンチ全景 (北 より)



馬川遺跡94-3区 トレンチ全景 (南より)

菖1勢ll獅』踊続口静薔爾難締3illJ帽鸞癖〕厨熙夢

馬川遺跡94-6区 トレンチ全景 (北 より)

神光寺 (蓮池)遺跡94-1区 トレンチ全景 (南より)



自然田遺跡94-1区 トレンチ全景 (北より)

下出遺跡94-1区 トレンチ全景 (南より)

下出遺跡94-1区  ビット1、 土坑 1(西より)



高田遺跡94-1区 トレンチ全景 (北より)

高田南遺跡94-1区 トレンチ全景 (南 より)

黒田遺跡94-1区 トレンチ全景 (南より)



波有手遺跡94-1区 3ト レンチ全景 (東 より)

鳥取遺跡93-4区 トレンチ全景 (南より)

鳥取遺跡93-4区  溝 1(南より)



鳥取遺跡94-1区 トレンチ全景 (西 より)

トレンチ全景 (北 より)

鳥取南遺跡93-2区 2ト レンチ全景 (東より)



鳥取南遺跡94-3区 トレンチ全景 (南 より)

西鳥取遺跡93-4区 トレンチ全景 (東より)

西鳥取遺跡93-4区 溝 1東側断面



西鳥取遺跡93-5区 トレンチ全景 (北より)

西鳥取遺跡94-2区 1ト レンチ全景(南西より)

飯ノ峯畑遺跡93-2区 トレンチ全景 (南 より)



田山遺跡94…2区東側 トレンチ全景 (南 より)

田山遺跡94…2区 溝 1断面



田山遺跡94-1区 トレンチ全景 (北 より)

田山遺跡94-3区 トレンチ全景 (南より)

田山東遺跡94-1区 トレンチ全景 (東 より)



尾崎海岸遺跡94-1区 出土遺物

尾崎海岸遺跡

94…1区

出土遺物

尾崎海岸遺跡94-2区 出土遺物



尾崎海岸遺跡94-2区出土遺物

尾崎海岸遺跡94-2区 出土遺物
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1111111

馬川北遺跡94-2区 出土遺物

馬川北遺跡94-2区 出土遺物

馬川北遺跡94-2区 出土遺物

馬川遺跡93-5区 出土遺物



馬川遺跡94-1区出土遺物

馬川遺跡94-1区 出土遺物

馬川遺跡94-1区 出土遺物



馬川遺跡94-2区出土遺物

波有手遺跡94-1区出土遺物

馬川遺跡94-3区 出土遺物

馬川遺跡94-6区出土遺物

下出遺跡94-1区出土遺物 下出遺跡94-1区 出土遺物

高田遺跡94-1区 出土遺物

波有手遺跡94-1区出土遺物
波有手遺跡94-1区 出土遺物



波有手遺跡94…1区出土遺物

鳥取遺跡93-4区 出土遺物

鳥取南遺跡94-3区出土遺物
鳥取遺跡94-1区出土遺物

西鳥取遺跡93-6区出土遺物

西鳥取遺跡93-5区出土遺物



西鳥取遺跡93-4区出土遺物

鳥取南遺跡93-2区 出土遺物

田山遺跡94-1区出土遺物

西鳥取遺跡94…2区出土遺物



田山遺跡94-2区出土遺物

田山遺跡94-2区 出土遺物
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